
羽幌町立羽幌中学校

第２学年 〔単元名〕Project1 あなたの夢を語ろう！ By ONEWORLD 教育出版

〔単元の目標〕

・自分の将来の夢について、理由や気持ちなどをまとめ、まとまりのあるスピーチ原稿を書いて発表する。
話すこと（発表）、書くこと

〔単元の目標の達成に向けた手立て〕

〔単元の目標の達成状況〕
・発表のパフォーマンステストの後に、中間テストでは、スピーチの型
を選んだり、スピーチを書いたりする内容を問題に取り入れた。学年の
平均点が７月は33点（期末テスト）から９月は55点に上がっていた結
果から、成果があったと感じる。また、頑張れた生徒は「やればでき
る」と思うことができ、その後の授業の態度に変化が見られた。

〔改善の方向性〕

・「やればできる」の流れに乗り切れて
いない生徒たちへの重点的な支援。
・様々な表現方法を身に付けさせる。
（帯活動で知識を脳内倉庫に詰めこむ）
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手立て 資料

① ルーブリックの提示＆過去の先輩方のパフォーマンスを見ることで、発表のイメージをつかむ。

② 英語が苦手な生徒のために、スピーチの型を教え込み、端末も使って英作文をする。

③ 内容面の指導と言語面の指導に分けて指導をする。

実践テーマ「「指導と評価の一体化」のためのパフォーマンステストの改善充実」



単元の目標の達成に向けた手立ての具体

①ルーブリックの提示＆過去の先輩方のパフォーマンスを見ることで、発表のイメージをつかむ。

○ルーブリックを見て
発表のイメージをつかむ

①ルーブリックを提示し、それぞれ
の評価の違いを理解させる。

②自分としてはどの評価をねらうか
をイメージさせる。

〔児童（生徒）の活動〕 〔教師の指導〕

○過去の動画データを見せ、それぞ
れの生徒の何が素晴らしいのかを
解説する。

○過去の先輩方のパフォーマンス
を見て、発表のイメージをつかむ。

〔工夫点〕

○見本を見せることで、
視覚的にABCの評価
を理解させる。

○得意な生徒はもちろ
ん、苦手な生徒でも
頑張ればそのことが
評価されるという、
希望をもたせる。



単元の目標の達成に向けた手立ての具体

②英語が苦手な生徒のために、スピーチの型を教え込み、端末も使って英作文をする。

○英語のスピーチの型を教え込む
挨拶→私の夢は○○です
なぜかを説明しよう→１つ目は
→２つ目は→これから○○を頑張
ります→聞いてくれてありがとう

①ポイントを絞って聞かせる。
②ポイントを絞って読ませる。
③ポイントを押さえて型にはめた

英作文をさせる。下の②も参照

❹型について、中間テストに出題

〔児童（生徒）の活動〕 〔教師の指導〕

①DeepLの使い方を説明
②自分の表現をいかに型にはめるか
例）看護師という仕事は人助けになるので、私
はこれを選びました。→私は看護師になりたい。
まず、看護師は人を助けることができる。
→I want to be a nurse. First, they can help 
people.

○端末も使って英作文をする。
翻訳サイトDeepLを使用しても
OKとする。
完成したら先生チェック→

終わった人から読み練習

〔工夫点〕

○英語が苦手な自分で
もできた！という成
功体験を積ませる。

○同級生に説明をする
ため、みんなが分か
らないような表現は
しない。どうしても
の場合は説明を入れ
るかジェスチャーで
補足。



単元の目標の達成に向けた手立ての具体

③内容面の指導と言語面の指導に分けて指導をする。

○本番に向け発表練習を繰り返す ○内容面の指導（表現内容の適切さ）

ペアで練習
→分からなかった内容は補足か

ジェスチャーをする必要あり
→４人で練習 目線の移動の必要性。

リアクションの指導

〔児童（生徒）の活動〕 〔教師の指導〕

○言語面での指導（英語使用の正確さ）

例）I’m good at make cookie.
→I’m good at making cookies. 

例）working? それともwalking?

〔工夫点〕

○飽きないように繰り
返しながら、だんだ
ん、本番に近付ける。

○ミスを直接指摘する
のではなく全体で共
有する。

→発音指導や文法指導になる



その後、Eラインセミナーで
国立教育政策研究所
学力調査官 清水調査官の話を受けて…



羽幌町立羽幌中学校

実践その② 全国学力・学習状況調査の分析

〔目標〕

・全国学力・学習状況調査の分析から羽幌中の「間違いの傾向」を知ることで、教員の指導の
工夫改善を図る。

〔目標の達成に向けた手立て〕D
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手立て 資料

① 調査結果の全国、全道との差異を知る。

② 特に点数差が多かった問題に関して、間違いの傾向を分析する。

③ 指導の工夫改善を図る。

実践テーマ「「指導と評価の一体化」のためのパフォーマンステストの改善充実」
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羽幌中 全道 全国 （H31よりも上昇しているが）
３技能は全国・全道より低い

「話すこと」
全国と差異が少ない

「書くこと」に関して、無解答の多さ
全国のおよそ２倍 自信のなさ



全国 77.6％

羽幌中 53.7％

ー25.3％

sleepingはわかっている
a cat under the desk
①underが分からない
②猫の下に机と誤訳

全国 21.1％

羽幌中 41.5％

課題は 前置詞？ 文構造？





It 前置詞

冠詞

fun see → sea

I’m not 動詞と動名詞の混同

大文字

アポストロフィ

前置詞三単現ルール
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羽幌町立羽幌中学校

実践その② 全国学力・学習状況調査の分析

〔目標〕

・全国学力・学習状況調査の分析から、羽幌中の「間違いの傾向」を知ることで、教員の指導
の工夫改善を図る。

〔目標の達成に向けた手立て〕

〔目標の達成状況〕
・学年末テストにおいて

①質問に２文で正しく書く問題を出す。
②初見の英文を読んで、まとめなおす問題を出す。

→生徒の解答について、徐々に成果が出てきた。

〔改善の方向性〕

・TEXTBOOKでなくSTUDENTを
センターに置いた指導をする。

→主観（見取り）と客観（データ）による
状況分析と指導の工夫改善。

・生徒の実態に合わせたパフォーマンステスト。
→意欲的に取り組み、力が伸びるテスト。
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実践テーマ「「指導と評価の一体化」のためのパフォーマンステストの改善充実」

手立て 資料

① 調査結果の全国、全道との差異を知る。

② 特に点数差が多かった問題に関して、間違いの傾向を分析する。

③ 指導の工夫改善を図る。

成績３だった生徒


